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日本発生生物学会への 火退会，住所・ 所属変更，会費納入，および 出版物 ( インフオメー 

， ンョン ・サーキュラ 一など ) の郵送については ，上記の日本学会事務センタ 一に書面でお 問 

い合わせ下さい。 なお DGD につきましては 直接，ブラックウェルサイエンス 社にお願いい 

たします (Fax:+  6l-39349-30l6)0 

サーキュラ ー への投稿募集   
日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として ヰ 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記。 関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さい。 



公開シンポジウム「発生が 刻む 時 : 細胞から進化まで   

日時 : 1 9 9 9 年 5 月 2 8 日、 午前 1 0 : 0 0 より午後 4 : 3 0 まで 

会場 : 東灘区民センターラは ら ホール (J R 住吉 駅 に隣接 ) 

主催     日本発生生物学会、 共催 : 甲南大学、 協力 : 財団法人ひょうご 科学技術協会 

午前 : 1 0 : 0 0 一 1 1 : 5 0 

・近藤 滋 ( 徳島大学 ) : 魚の体表紋様の 形成機構 

  内匠 透 ( 神戸大学 ) : 生物時計の分子機構 

  増井横矢 ( トロント大学 ) : カエルの初期発生での 細胞分裂と発生過程の 時間調節 

後 :  1  3  :  0  0  一 1  4  :  4  0 

  山田俊哉 ( メルボルン大学 )  :Making  the  di ℡ rence ㎡ th  t ㎞ e:Molecular  controIofceIl 

typediverslty  in  theneuraItube   

  OlivierPourquie ( マルセイユ発生生物学研究所 ) :Amolecularclocklinkedtovenebrate 

segmentation. 

休憩 : 1 4 : 4 0 一 1 5 : 1 0 

午後 :  1  5  :  1  0  一 1  6  :  3  0 

  林 茂生 ( 国立遺伝学研究所 )  :Pa は erning  mechanismS0fthe  Drosophila  limb  and  their 

impIicationforappendageevolution   

  Simon  Conway  M0 ㎡ s  ( ケンブリッジ 大学 )  :The  Cambrian  eXplosion:Can  we  reconcile 

fossils andmolecules? 

  

脳死臓器移植・ 非核港湾宣言など 最近話題の多い 高知より 
「日本発生生物学会第 33 回大会」 (2000 年開催予定 ) のご 案 
内を申し上げます。 

1. 大会会期 平成 1 2 年 5 月 2 5 日 ( 木曜日 ) 一 5 月 2 7 日 ( 土曜日 ) 

2. 大会会場 高知県民文化ホール ( 主 会場 ) 

3. 大会準備委員長 川村 和夫 ( 高知大学理学部生物学教室 ) 

4. 講演の形態 シンポジウム と ポスタ一発表 
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、 ン ンポジウムは 1 会場で実施し、 3 日間で 5 一 7 テーマを消化する 予定です．各テ 

ーマは原則として、 招待講演と一般公募講演 よ り構成します．ポスタ 一発表の会場は 

主会場の周辺に 複数準備します．参加者の 皆様には移動などで 御不自由をおかけする 

かもしれませんが、 気持ち良くご 討論いただける よう にできる限りの 工夫をします   

5. 今後の予定 

6 月、 テーマの叩き 台をホームページで 公開に，意見ご 要望ウェルカム )   

1 0 月、 各テーマを最終決定． 

各テーマの責任者を 決定   2 1 月、 高知大会のご 案内 ( インフオメーションサーキ ユラ 一 ) 
参加申込の受付開始   

  

1999 年度 日本発生生物学会運営委員会 議事録 

日 時 : 1 9 9 9 年 1 月 3 0 日 ( 土 ) 1 3 : 0 0 一 1 6 : 3 0 

場 所     東京都立大学 理学部 棟 大会議室 

出席者     竹市 雅俊 ( 会長 ) 

町形 清和、 浅 島 誠 、 井出 宏之、 上野 直人、 岡野 末 之 、 笹井 芳樹、 

高橋 淑子、 中江 愚夫、 仲村 巷 和 、 仲村 巷 和 、 西田 宏 記 、 藤澤 肇 、 

足 元紀、 八杉 貞雄 ( 運営委員 ) 

嶋田 拓 (DGD 編集主幹 ) 

固 まりな、 川村 和夫 ( 第 3 2 、 3 3 回大会準備委員長 ) 

西 鶴 秀俊、 福田 公子 ( 事務局 ) 

会長挨拶に引き 続き、 報告、 審議に入った。 

報告事項 

①事務局報告 ( 八杉幹事長 ) 

会員数Ⅰ 9 9 8 年 1 2 月 3 1 日現在 ) 

国内 正会員 1 0 3 3 名 

学生会員 2 8 0 名 
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② DGM 編集委員会報告 ( 嶋田編集主幹 ) 

・ 1 9 9 8 年論文教 : 7 0 。 投稿 数 : 1 0 7 。 採択率     7 5%0 投稿数を増やし、 もう 

少し採択率を 下げた い 。 

  出版までの時間の 短縮をめざし、 印刷期間を短縮するようブラックウェル 社 と交渉す 

る 予定。 

  カラ一印刷費 : 1 ぺージ 目 8 万円 42 5, 2 0 0 円 。 2 ぺージ 目 以降 1 6, 0 0 0 円 

づ 8, 0 0 0 円。 

        英文 稿 閲の必要のあ る原稿は、 著者に戻し、 福間 後 採択する。 

  インパクトファクター : 1. 4 4 3 ( 毎年上昇している。 ) 

  毎号 2 報 ずつ レヴユー を載せたい。 

  DGD の電子化 ( オンライン化 ) に際して会員の 扱い る 交渉中。 

  DGD への投稿を国際学会などで 勧めて欲しい。 

・レ ダユー を書いて欲しい 人を紹介して 欲しい。 

③第 3 2 回日本発生生物学会大会のお 知らせ ( 団 大会準備委員長 ) 

  公開シンポジウム「発生の 刻む 時 : 細胞から進化まで」 

5 月 2 8 日 ( 金 ) 9 : 0 0 一 1 6 : 3 0 

  1 口目に総会、 懇親会を行なうので 注意して欲しい。 

・今回は学会事務センタ 一関西に業務を 委託し、 負担を軽くしている。 

・・今回は今まで 通りの印刷した 紙による申込とホームページによる 申込を併用している。 

  
④第 3 3 回日本発生生物学会大会のお 知らせ ( 川村大会準備委員長 ) 

，会期 : 2 0 0 0 年 5 月 2 5 日 ( 木 ) 一 2 7 日 ( 土 ) 

・会場 : 高知県立県民文化ホール・バリーンホール ( 大会総会・ 、 ン ンポジウム ) 

NTT プラザ ト 披講演 ) 

グリーン会館 ( 一般講演 ) 

  講演の形態 : 、 ン ンポジウム 5 一 7 テーマを重ねずに 行な う 。 演者は招待演者および 一 

般 公募演者。 

ポスター ポスタ一発表演者が 同一日の他の 発表も見ることができる よう 

に 工夫したい。 
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  大会準備委員会     高知大学理学部物質科学科内 

大会準備委員長 川 @ 和夫 

、 ン ンポジウム企画 藤原 滋 

協力 : 高知医科大学生物学教室 富永 明 先生 

徳島大学工学部生物工学科 野地澄晴先生 ( 依頼 中 ) 

愛媛大学理学部生物学教室 小南哲也先生 

  6 月ごろホームページで 大会素案を提案 

ル 

学会員との意見交換 

f 

1 0 月末にシンポジウムテーマ 決定 ( 座長決定 ) 

Ⅰ 

1 2 月サーキュラ 一にて大会案内 

⑤ ISDB 大会準備委員会報告 ( 竹市 準備委員長 ) 

  会期 : 2 0 0 M 年 7 月 8 日 一 1 2 日 

  会場 : 京都国際会議場 

  DGD 、 Development 、 Dev.Biol. 、 Mech.Dev. に第 1  回広告を出し、 そこにホームページア 

ドレスを載せる 予定 

⑥学術会議報告 ( 星 委員 ) 

  国家公務員 1 種 「生物」の採用者数が 増えた。 

  研究環境に関する 報告を近く答申する 予定。 

審議事項 

①会計報告 ( 西鶴 ) 

  1 9 9 8 年度決算案報告 

  1 9 9 9 年度予算案提案 

5 月の総会にかけることが 承認、 された。 

②ホームページ 委員会について 

学会としてホームページを 作成し、 ホームページ 委員会にその 管理を委嘱することが 提 

寒 され、 承認された。 ホームページ 委員会の規則を 会則に盛り込むことが 提案され、 5 月 

の総会にかけることが 承認された。 
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③会計監査委員の 選出について 

会計監査委員として、 東京都立大学大学院理学研究科 中藤 博志会員が提案され、 承認， 

された。 

④その他 

  細胞生物学会との 将来における 協力関係について 

細胞生物学会の 広川会長から 発生生物学会との 将来における 協力関係の提案があ ったこ 

とが伝えられ、 議論された。 

  

  

  ゲノムプロジェクトについて 

アメリカにおける 実験動物に対するシステマテイックなゲノムプロジェクトに 対し、 発 
  生生物学会としてはどのような 意見があ るかが議論された。 

第 2 回日本組織工学会開催案内 

第 2 回日本組織工学会が、 平成 1 ¥ 年 6 月 2 5 日 ( 金 ) 、 2 6 日 ( 土 ) に東京都立大学 

国際交流会館で 開催されます。 プロバラムは 以下の通りです。 

平成 1 1 年 6 月 2 5 日 ( 金 )     

11:10 一 12:10 一般講演 

13:00 一 15:00  シンポジウム (1) 「腸管の構築と 再構築」 ( オーガナイザー : 八杉貞雄 ) 

  ， (1) 八杉貞雄 ( 東京都立大学理学研究科 ) 「臓器再構築のモデルとしての 腸管」 

(2) 福田 公子 ( 東京都立大学理学研究科 ) 「消化器官形成の 遺伝子プロバラム」 

(3) 深町 博史 ( 東京大学大学院理学系研究科 ) 「消化管形成における 上皮   間充織相 

互作用と増殖因子の 役割」 

(4) 玉井 淑 貴 ，、 中島 玲子，、 石川 智夫，、 高久 和明 ，、 M.F.Seldin2 、 武藤 誠， 

(, 萬有製薬つくば 研究所、 2U.C.Davis 、 ，東京大学薬学部 ) 「 Cdx2 ノックアウトマウ 

スにおける過誤 踵 とその原因となる 腸管の発生異常について」 

(5) 清水 慶彦 ( 京都大学再生医科学研究所 ) 「コラーゲン 3 次元マトリックスを 用い 

た イヌ食道の再生」 

15:30 一 17:30  一般講演 
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17:30 一 19:00 懇親会 ( 国際交流会館レストラン ) 

平成 1 1 年 6 月 2 6 日 ( 土 )     

10:00 一 12:00  、 ン ンポジウム (2) 「細胞機能制御分子としての 細胞 外 マトリックスと て 

トリックス工学」 (A 会場 ) ( オーガナイザー : 畑 隆一郎 ) 

(1) 畑 隆一郎 ( 東京医科歯科大学難治疾患研究所 ) 「はじめに」 

(2) 深井 文雄 ( 東京理科大学薬学部 ) 「フィ プ ロネクチン分子内の 反接着活性部位 

とその機能」 

(3) 野水 基義 ( 北海道大学地球環境科学研究科 ) 「ラミニ ン の生物活性機能部位の 解 

明」 

(4) 平井 洋平 ( 住友電工バイオメディカル 研究部 ) 「 エピ モルフィンと 乳腺の形態形 

成 」 
  

(5) 関口 清俊 ( 大阪大学蛋白質研究所 ) 「フィ プ ロネクチン自己会合ドメインを 利用 

した マトリックス 工学」 

13:30 一 14:30  特別講演 : 「培養人工臓器に 対する社会的要請と 問題点」上田 実 ( 名吉 

屋大学医学部 ) 

15:00 一 18:00  、 ン ンポジ 9 々 (3) 「動物クローニンバ、 E5 細胞、 細胞臓器移植の 展望 

と 問題点」 ト般 公開シンポジウム ) ( オーガナイザー : 申述 愚夫 ) 

( 挨拶 ) 八杉 貞雄 ( 東京都立大学理学研究科 ) 

(1) 中江 愚夫 ( 京都大学再生医科学研究所 ) 「ヒト E5 細胞株の意義と 今後の展望」 

(2) 高橋 淳 ( 京都大学医学研究科 ) 「神経系幹細胞を 利用した中枢神経系機能の 再生」 

(3) 角田 幸雄 ( 近畿大農学部 ) 「核移植に よ る動物クローニンバ」 

(4) 浅 昌 誠 ( 東京大学総合文化研究科 ) 「未分化細胞からの 組織および臓器の 構築」 

(5) 米本 昌平 ( 三菱化学生命科学研究所 ) 「倫理的問題をどう 考えるか」 
  

参加一般講演の 募集はすでに 締め切りました。 参加希望者は、 参加費 ( 会員、 3,000 

円 ; 非会員、 5,000 円 ) を下記の郵便振り 替え口座に振り 込んで下さい。 その際、 所属、 

氏名を明記して 下さい。 当日参加費はそれぞれ 4,000 円 、 6,000 円です。 懇親会費は 5,000 円 

の予定で、 当日受け付けます。 なおシンポジウム (3) は一般公開シンポジウムですので、 

参加費は無料です。 

連絡先 : 192-0397 東京都八王子市南大沢 1-1 、 東京都立大学大学院理学研究科生物科学専 

攻 、 第 2  回日本組織工学会準備委員会 ( 八杉貞雄 ) 。 

電 話 :0426-77-2572 、 フ アック ス :0426-77-2559 、 Email:yasugi-sadao ⑥ c.metro-u.ac.JPo 
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郵便振り替え : 00110-9-104750 ( 第 2 回日本組織工学会 ) 。 

学会事務局 : 464-8550 愛知県名古屋市昭和区 鶴舞町 65 、 名古屋大学医学部口腔覚科学講 

座、 日本組織工学会事務局。 

電話Ⅱ 52-744-2348 、 フ アック ス : 052-744-23520 

学会ホームページ ',http://www.med,nagoya-u.ac.JP 小 p/oral 乃 ， Ste/jndex.htmlo 

  

  

  

  

ム % 日本組織細胞化学会第 40 回記念学術集会 
一組織細胞化学の 基礎技術から 臨床まで 一 

会 長 井端 康彦 ( 京都府立医科大学第二解剖学教室教授 ) 

副会長 福居 顕二 ( 京都府立医科大学精神医学教室教授 ) 

会期 : 1 9 9 9 年 1 2 月 6 日 ( 月 ) 、 7 日 ( 火 ) 

会場 : 宝ケ 他 国立京都国際会館 

〒 606-0001 京都市左京区 宝ケ池 TEL:075-705-1234 FAX:075-705-1100 

特別講演 : 1. 神経伝達の分子機構 中西直忠、 先生 ( 京都大学 ) 

D. 癌 転移の分子機構 広橋 説雄 先生 ( 国立がんセンタ 一 ) 

、 ン ンポジウム : 神経の発達と 分化 

神経伝達物質の 受容体とシバナル 伝達 

生体リズムと 時計遺伝子の 発現および時計機構の 障害 
  

細胞間コミュニケーションにおける 組織細胞化学 

遺伝子診断 - 基礎から臨床まで - 

組織細胞化学の 臨床への応用 

み m 胞 生物学における 組織細胞化学 

アポト一シス 

癌 診断における 新しいマーカ 一 

組織細胞化学の 病理診断への 応用 ( 感染症、 シグナル増強を 含む ) 

器官同形成を 組織細胞化学はどこまで 追求できるか 

糖 鎖の組織細胞化学 

ワークショップ : イメージング ( コンフォーカルマイクロスコープを 含め ) 
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insituhybridization を中心として 

green  fnuorecentprotein  (GFP) の応用 

一般演題 : 演題申込締切は 1 9 9 9 年 9 月 1 5 日です ( 当日消印有効 ) 。 発表形式はすべ 

てホ調 ( ポスタ一 ) です。 参加・発表ご 希望の方は、 下記実行委員会まで 御連 

絡ください。 必要書類をご 送付致します。 

連絡先 : 日本組織化学会第 4 Q 国 記念学術集会実行委員会 

〒 602-8566 京都市上京区河原町 通 広小路梶井 町 465 

京都府立医科大学第 2 解剖学教室内 

TEL:075-251-5302  FAX:075-251-5304 

第 16 回井上学術賞、 井上研究奨励賞 受賞候補募集 

財団法人 井上科学振興財団 

第 16 回井上学術賞 

自然科学の基礎的研究で 特に顕著な業績をあ げた 5 (M 歳 未満の研究者に 対し、 学術賞 ( 賞 

状 および金メダル、 副賞 2 0 0 万円 ) を贈呈する。 

受賞件数 : 五件以内 

学会推薦が必要 

推薦締め切り 口 : 平成 1 1 年 8 月 2 0 日 ( 財団締切り 9 月 2 0 日 ) 

照会先 : ( 財 ) 井上科学振興財団 

〒 150-0033 東京都渋谷区猿楽町 1 1-2 0 

電話 0 3-3 4 7 7-2 7 3 8 

  

  

  

FAX  0 3-3 4 7 7-2 7 4 7 

第 16 回井上研究奨励賞 

平成 8 一 1 0 年度の過去 3 年間に、 理学・工学・ 医学・薬学・ 農学等の分野で 博士の学位 

を取得した 3 5 歳未満の研究者で、 自然科学の基礎的研究において 新しい領域を 開拓する 

可能性のあ る優れた博士論文を 提出した研究者に、 賞状および研究奨励金 5 0 万円を贈呈 
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する。 

受賞件数 : 3 0 件 

募集方法 : 博士論文を指導した 研究者の推薦に 基づき、 学位を授与した 大学の学長からの 

推薦 

募集締め切り 口 : 平成 1 1 年 9 月 2 0 日 

照会先 : ( 財 ) 井上科学振興財団 

〒 150-0033  東京都渋谷区猿楽町 1 1-2 0 

電話 0 3-3 4 7 7-2 7 3 8 

FAX  0 3-3 4 7 7-2 7 4 7 

  

  

  

公益信託 成茂 動物科学振興基金の 募集 
平成 1 ] 年 研究助成 

1. 助成の対象 : 基礎的な動物科学の 研究 

2. 助成の内容 : 上記研究に対し、 助成金を交付する。 

3. 助成金額 : 3 0 0 万円。 一件にっき 1 0 0 万円以下とする。 助成金は、 備品、 消耗品、 

謝礼、 国内旅費などのほか 国外旅費にも 使用することができる。 

4. 応募方法 : 所定の研究助成申請用紙に 必要事項を記入して、 下記事務局に 直接申し込 

む 。 

5. 応募締切り : 平成 1 1 年 7 月 1 9 日必着。 

b. 申請用紙は、 返信用封筒 (A4 版 ) を同封の上、 下記 宛 請求する。 

公益信託 成茂 動物科学振興基金事務局 

〒 100-8212 東京都千代田区丸の 内 1-4-5 

三菱信託銀行本店営業部 

公益信託推進室 担当 小林 
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日産学術研究助成に 関する審査結果 

日産科学振興財団ょり 第 2 5 回 ( 平成 1 0 年度 ) 日産学術研究助成に 発生生物学会からの 

推薦の内、 以下の方々の 採用の報告があ りました ( 敬称略 ) 。 

京都大学再生医学研究所教授 笹井 芳樹 

京都大学， 院 ・ 埋 ・瀬戸臨海実習所助手 和田 洋 

  

  

公益信託・園生物科学国際基金 
平成 12 年度助成先公募 

1. 助成の対象 : 生物科学 ( 発生生物学、 細胞生物学、 分子生物学等 ) の研究にたずさわ 

っている若手研究者を 対象とし、 申請時に原則として 3 7 歳以下とし、 国籍は問わない。 

2. 研究助成金 : 平成 1 2 年 4 月一平成 1 3 年 3 月出発のものを 対象とする。 総額 4 0 0 

万円 

①長期 (3 ケ 月程度 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 9 0 万円以下 )0 

②短期 (1 ケ 月程度 ) の国際共同研究のための 旅費と滞在費 (1 名当り 50 万円以下 )0 

③国際研究集会参加のための 旅費と滞在費 (1 名当り 5 0 万円以下 )0 

3. 応募方法 : 所定の用紙ならびに 応募要項の詳細は 当公益信託事務局にハガキで 請求の 

こと。 ( 注 、 長期、 短期、 国際集会の区別を 必ず明記のこと ) 。 
  

4. 申込締切目 : 平成 1 1 年 1 0 月 3 1 日 ( 必着 ) 。 

5. 選考の方法 : 当 公益信託運営委員会において 選考する。 

6. 採否の通知 : 平成 1 1 年 1 2 月に採否を通知する。 

7, 事務局 : 〒 103-8266  東京都中央区日本橋 3-1-8 

日本信託銀行株式会社本店営業第姉部営業第一バループ 

公益信託園生物科学国際基金 担当 :  浅川 さか 江 

TEL (0 3) 3 2 4 5-8 1 4 0 

FAX  (0 3)  3 2 4 5-8 3 3 9 

なお、 今回の助成をもちまして、 助成事業は終了の 予定です。 
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( 財 ) 加藤記念バイオ サ イェンス研究振興財団 
第 ] ] 回 加藤記念海外派遣助成募集 
海外の学会で 発表する若手研究者への 援助 

1. 助成対象者 : 平成 1 1 年 4 月 1 日から平成 1 2 年 3 月 3 1 日の期間に海外で 開催され 

る バイオ サ イェンス分野の 学会、 シンポジウム 等で研究発表を 行なう日本国内在住の 

研究者。 

2. 申込資格 : 応募締切 目に 3 5 歳以下の方 ( 医学系の大学卒業者は 3 7 歳以下の方 ) 。 

3. 助成内容 : 所要経費の一部を 援助する。 

4. 助成金額 : 総額 7 5 0 万円 

5. 援助件数 : 3 0 件程度 ( 前期 ; 2 0 件 程度、 後期 ; 1 0 件 程度 ) 
  

    応募方法     望財団所定の 申請要旨に必要事項を 記入の上、 当財団に直接申し 込む。 

    応募締切     前期 ; 4/1 一 9/3 0 に発表される 方は、 平成 1 M 年 5 月 3 1 日。 

後期 ; 1 Q/1 一 翌 3/3 1 に発表される 方は、 平成 1 1 年 8 月 3 1 日。 

    審査方法 : 当 財団の専攻委員に よ る審査の上、 評議員会議長および 理事長の承認を 得 

て決定。 

9. 申請書の請求先 : 下記あ て「はがき」または「ファクシミリ」にて 請求。 

連絡先 : ( 財 ) 加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

住所     〒 194-8533 東京都町田市旭町 3-6-6 

電話     042-725-2576 

FAX      042-722-8614 

担当 : 松浦 智佳子 
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平成Ⅱ年度 
東レ科学技術賞および 東レ科学技術研究助成の 候補者募集 

財団法人 東レ科学振興会 

東レ科学技術賞 ( 概要 ) 

1. 候補対象 : 本学会に関する 分野で、 下記に相当するもの 

は ) 学術上の業績が 顕著なもの 

(2) 学術上重要な 発見をしたもの 

(3) 重要な発明をして、 その効果が大きいもの 

(4) 技術上重要な 問題を解決して、 技術の進歩に 大きく貢献したもの   

2. 科学技術賞 : 2 件前後。 ¥ 件につき、 賞状。 金メダルおよび 賞金 5 0 0 万円 

3. 候補者推薦件数 : 各学会から 2 名以内 

4. 締め切り口 : 平成 1 1 年 9 月 8 日 ( 財団締切り 1 0 月 8 日 ) 

東レ科学技術研究助成 

1. 候補対象 : 本学会に関する 分野で国内の 研究期間において 基礎的な研究に 従事し、 今 

後の研究の成果が 大きいと考えられる 独創的、 萌芽的研究活発に 行っている若手科学 

者 

2. 研究助成金 : 総額 1 億 3 千万円。 1 件 3 千万円程度まで 1 (W 件 程度。 

3. 候補者推薦件数 : 各学会から 2 名以内 

4. 締め切り口 : 平成 1 ¥ 年 9 月 8 日 ( 財団締切り 1 0 月 8 日 ) 

候補者推薦要領と 推薦 善 用紙は 6 月頃 学会事務局に 届く予定です。 
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く 新入会員 ノ 

( 氏名 ) 
( 学 ) 大迫 麗子 

( 学 ) 上田 貴史 

( 学 ) 佐藤 有紀 

( 学 ) 樺沢 勇司 

( 学 ) 斉藤 芳和 

( 学 ) 斎藤 埋佳 

( 学 ) 木村 純   

( 学 ) 近藤 美也子 

( 学 )  堤 聡 

( 学 ) 大関 健司 

( 学 ) 三浦 東商 

( 学 )  岸 将史 

( 学 )  白石 洋一 

( 学 ) 坂口 拓哉 

( 学 ) 岡村 大治 

  
( 学 ) 高嶋 記子 

( 学 ) 加藤 直子 

( 学 ) 岩崎 隆宏 

( 学 @  森 淳 

( 学 ) 画材 貫孔 

( 学 )  森 知美 

( 所属 )   
東京大学大学院農学生 113- 
命 科学研究科獣医解剖 8657 
学教室 

大阪大学歯学部第一口 565- 
理外科 0871 

奈良先端科学技術大学 630- 
院 大学バイオサイエン 0101 

ス 研究科 

東京医科歯科大学第 2  113- 
口腔覚科 8%9 

北里大学理学部生物科 228- 
学科分子発生 8555 

日本女子大学 112 一 

0015 

名古屋大学理学部生命 46 年 

理学研究科分子第 5 講 8602 
座 

名古屋大学理学部分子 4%- 
生物学科 8602 

徳島大学歯学部 770 

京都大学医学研究科 生 606- 
体情報科学 8501 

熊本大学医学部遺伝 発 862- 
生 医学研究施設 発生 0976 
遺伝部門 

京都大学大学院医学研 606 
究科生体情報科学 

名古屋大学理学部分子 4%- 
生物学科 8602 

名古屋大学大学院生命 
理学 

鳥取大学医学部細胞 工 683- 
学教室 0826 

国立精神神経センター 187- 

神経研究所 0031 

秋田大学医学部生化学 010- 

第一 8 図 3 

広島大学理学部生物科 739- 
学科原生生物学講座 8526 

鹿児島大学歯学部口腔 890- 

解剖学第一講座 8%4 

鹿児島大学歯学部口腔 890- 

解剖学第一講座 8544 

山口大学理学部自然 情 753 一 
報科学科 8512 

㏍生前 ) ( ①テーマ，②材料 ) 
文京区弥生 1-l-1  ① 前 精子発生別におけるマウス 雄性生 

殖細胞 (Gonocy けの増殖機構の 解析 
② C57BL6/Jmouse 

吹田市山田 丘 1-8  ①上皮一間充織相互作用   唾液腺器官 
発生 
②マウス 

生駒市高山町 8916-5  ①脊椎動物における 体節分化のメカニ 
ズム 
②ニワトリ 

文京区湯島 1-5-45  ①骨の発生   顔面の発生 
②ニワトリ   培養細胞 

相模原市他車 1-15-1  ①側根中胚葉の 分化の仕組み 
②ニワトリ 胚 

文京区目白台 2-8-1  ①神経発生 
②アフリカツメガエル 

①Ⅱ m@b で特異的に発現する 遺伝子の探 
索 
@Gallus“allus 

名古屋市千種区不老町①形態形成 
②マウス 

徳島市蔵 本町 3-18-15 ①がん 化 機構の研究   再生医学・がん 
化の分化誘導療法 

①分子神経発生生物学 
② )XenoDus 

熊本市九品寺 4-24-1  ①遺伝子トラップ 

①神経発生学 
②脊椎動物 

名古屋市千種区不老町①ニワトリ 胚肢芽 形成の分子機構 
②ニワトリ 

①中胚葉誘導・ 神経誘導 
②ゼブラフィッシュ 

① ヒト IGF2R( ㎏ cePto め 遺伝子の マウ 
ス 細胞内での発現様式の 解析 

② AQ 細胞・ ESm 山砲 

小平市小川東町 4-1-1  ①菱脳・脊髄における 介在神経細胞分 
レし 444l 
② R.rattus   

①心血管系の 発生 

②マウス 

東広島市鏡山 1-3-1  ①細胞分裂・ 細胞増殖 
②ヒト培養細胞 (Hela) . ウ 二卵 

①歯の発生学 
② ス ンタス ( ジャコウネズミ ) , テス 

クジウオ 

①歯の発生学 

② ス ンクス ( ジャコウネズミ ) . ナメ 
タジウオ 

山口市大字吉田 1677-1 ①ショウジョウバエ 消化管の左右井村 
和佳 
②ショウジョウバエ 
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( 学 ) 前川 真吾 

( 学 ) 牧野 初音 

( 学 ) 平手 良和 

( 学 ) 石塚 泰啓 

( 学 ) 将 日 栄一 

( 学 ) 大田 浩 

( 学 ) 四宮 愛 

( 学 )  李 智博 

( 学 ) 花岡 龍毅 

( 学 ) 西山 敦哉 

( 学 ) 山本 知美 

( 学 ) 斎藤 友 昭 

( 学 ) 柴生田 葉子 

( 学 ) 島田 直子 

( 学 ) 秋月 美和 

( 学 ) 横山 成俊 

( 学 ) 近間 政経 

( 学 ) 千原 崇裕 

( 学 ) 矢田 有知里 

( 学 ) 来栖 光彦 

奈良先端科学技術大学 630- 
悦大学バイオサイエン 0101 

ス 研究科分子発生生物 

奈良先端科学技術大学 630- 
悦大学バイオサイエン 0101 

理イヒ学 研究所脳科学 総 35L 

合研究センター 0198 

東大・ 院理 ・生物科学 113- 
0033 

京都大学理学研究科 生 606- 
物科学専攻 8502 

大阪大学微生物癌研究 565 
所 

新潟大学大学院自然科 950- 
学 研究科 2181 

神戸大学大学院自然科 657- 
学研究科 8501 

慶席 義塾大学大学院医 160- 
学研究科 8582 

東京工業大学生命理工 
学部バイオサイエンス 

東京工業大学生命理工 226- 
学部バイオサイエンス 8501 

横浜市立大学分子発生 236- 

研究室 0027 

島根大学 690 一 

8504 

奈良先端科学技術大学 630- 
悦大学 0101 

熊本大学医学部遺伝 発 862- 
生 医学研究施設発生漬 0976 

伝 部門 

早稲田大学人間科学部 359- 

細胞生物学研究室 1192 

京都大学 606 一 

8502 

国立遺伝学研究所系統 411- 

生物研究センター 撫育 8%0 

椎 動物遺伝研究室 

国立遺伝学研究所 411- 

8540 

筑波大学生物科学系 古 305- 

久保研究室 0006 

  

  

生駒市高山町 8916-5  ①ゼブラフ イ ツシュにおける 生殖細胞 

形成 
②ゼブラフ イ ツシュ 

生駒市高山町 8916-5  ①形態形成 
②マウス 

和光市広沢 2-1 ①神経分化制御因子 Islet-3 の下流標的 
遺伝子の検索 
②ゼブラフィッシュ 

文京区本郷 7-3-1  ①内胚葉誘導に 関する研究 
②ウニ 

京都市左京区北自 川 追① 疎反 動物胚の比較分子発生生物 
分町 ②主にイトマキヒトデ ， 4 酊 eHna 

比 ctn/ ね ra. . 痂皮動物 

吹田市山田 丘 3-1  ①発生生物学 
②精原細胞移植 

新潟市五十嵐 2 の町 ①魚類の性と 生殖 
8050 ②メダカ 

神戸市灘区大牢台町 1- ①哺乳類卵の 減数分裂における 紡錘体   
  形成 

② プタ ・マウス 

新宿区信濃町 35 ①初期神経発生 
②ゼブラフィッシュ 

緑区長津田町 4259  ① CdC2 キナーゼの不活性化機構 
②アフリカツメガエル ぽ feno ゅ LuS 

肪 eWiS ) 

緑区長津田町 4259  ①細胞分裂の 細胞周期制御 
②アフリカツメガエル 0 缶 no 仲 Lus 
胎 e 捧 ) 

金沢区瀬戸 22-2 ① mouse 精 袖細胞の体外培養系の 確立 

@spennatogonia ， Sertoli…ell 

松江市西川津町 1060  ① 無尾 両生類の変態機構 
②アフリカツメガエル 

生駒市高山町 8916-5  ①ニワトリ胚における 水晶体分化コン 

ピテンスの解析 

②ニワトリ 

熊本市九品寺 4-24-1  ①遺伝子トラップ 法を用いた発生・ 分 
化に関与する 未知遺伝子の 探索   

②マウス 

所沢市姉ケ島 2 千 79-  ①骨格筋発生における 成長因子の作用 
15 

②ニワトリ 

左京区北川 ll 追分町 ①細胞性粘菌 DIctyostelIum 
d 佃 coideum において新たに 見つけた 

タリン (talin) の機能解析 
②細胞性粘菌 皿 ctyosteU7um 
ruiscniclpl[m 

三島市谷田 11ll ①ショウジョウバエの 気管形成に関す 

る研究 
② キ イロショウジョウバエ 

D ゲ oso 仲わ llsmnp.m ヨコ Q ぎ aste Ⅰ 

三島市谷田 11Il ①マウス形態形成 
②マウス 

茨城県筑波面大久保 1- ①ショウジョウバエ 脳 発生 
l 一 l ② キ イロショウジョウバエ 

(Droso ゆ乃仇 me/anogaster) 
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( 学 ) 佐野 浩子 

( 学 ) 鈴木 美穂 

( 学 ) 斉藤 大樹 

( 学 ) 紙本 幹子 

( 学 ) 斎藤 憲司 

( 学 ) 稲津 祐司 

稲垣 忍 

        志村保雄 

伊庭 英夫 

竹本 忠司 

亀田 隆 

高橋 宗春 

石井 照久 

仙波 伊知郎 

船橋 久 幸 
  

田中 公子 

工藤 明 

高田 達之 

答弁 一郎 

重木 和宏 

桐 麻布 

細谷 浩史 

倉田 祥一朗 

筑波大学生物科学研究 305  つ くは市大王台 1-1--1  ①ショウジョウバエにおける 生殖細胞 

千 年 形成機構 
ショウジョウバエ 

京都大学理学研究科 動 606-  京都市左京区北自川 道 ①脊索の進化 
初 学講座 8502 分 町 ②ナメクジウオ 

東海大学海洋学部水産 424-  清水市折戸 3-20-1  ①発生生物学、 形態形成、 遺伝子発現 
学科 8610 

②シロウ オ ㎏ ucopsa 「 lonpe 梧 rs バ 

東海大学海洋学部海洋         清水市折戸 3-20-1  ①形態形成に 関する遺伝子の 解析 
科学科 0901 ②シロウ オ 

東北大学大学院理学研         仙台市青葉区荒巻 字 青①粘菌細胞における 増殖 / 分化の切り 

先料 8578  票 換え機構の解明 
" 迦 "M 幽 " 

東北大学大学院理学研                                 ①粘菌細胞における 増殖 / 分化の切り 
先料生物学専攻 8578  集 換え機構の解明 

② DjctVoSteAfumdiscoideum 

大阪大学医学部保健学         吹田市山田 丘 1-7  ①神経回路形成メカニズム 
科 神経生物 研 087 ②マウス 

老人保健施設四季の 里 490-11 愛知県海部郡大治町西①両生類の 変態 ( を研究していまし 
集字柳原 37-1 た ) . 形の発生分子生物学に 関心を 

持っています。 

東京大学医科学研究所         港区白金台 4-6-1  ①軟骨分化・ 消化管分化・ 腫瘍形成・ 
遺伝子制御寄付研究部 8639 レトロウイルスベクター 

②ニワトリ、 肢芽 、 初代培養、 器官培 

養 

滋 賀医科大学放射線 基 520-  大津市瀬田月輪 灯 ①神経発生・ 脳の進化 
礎 医学講座 2192 ②メ タ ； 

東京大学医科学研究所         港区白金台 4-6-1  ①軟骨分化・ 発癌・形態形成 
遺伝子制御 8639 ②ニワトリ、 種々の培養細胞 

東京大学医学部付属病         文京区本郷 7-3-1  ①脊椎動物の 初期発生，器官形成 
院 無菌治療部 8655 ②マウス 

秋田大学教育文化学部 010-  秋田市手形学園町 1-1  ①動物の対軸と 形態形成，無性生殖 
8502 ②ホヤ類・コケムシ 類 

鹿児島大学歯学部口腔 890 一 鹿児島市桜ケ 丘 8-35-1 ①神経 堤 細胞の中胚葉分化に 関する転 
病理学講座 8%4 写 因子制御 

②マウス 

( 財 ) 東京都老人総合 173- ①神経細胞生物学 
研究所 0015 ②マウス・ラット 

基礎生物学研究所 4 名 -  岡崎市明大手町 字 西郷①ショウジョウバエ 脳神経発生 
8585 中 38 ② Droso ゆ h 仇 Me ねコ 0g 複 S ㎏Ⅰ 

東京工業大学生命理工 226-  横浜市緑区長津田町 ①音形成 
学部 8501@ 4259 ②ゼブラフイッシュ・マウス 

滋 賀医大 520-  大津市瀬田月輪灯 ①哺乳動物の 初期発生 
2192 ②マウス 

宮崎医科大学解剖学第 889-  宮崎郡清武町木原 5200 ①生殖細胞の 分化・受精のメカニズム 
一 講座 Ⅰ 692 

②マウス・ラット 

愛媛大学医学部衛生学         温泉郡重信町志津川 ①神経発生 
教室 0295 4% ②マウス 

広島大学理学部生物科         東広島市鏡山 1-3-1  ① Wm 胞 分裂   #m 胞 増殖 
学科 8526 ②ヒト細胞 (Hela) . ウ 二卵 

広島大学理学部生物科 739-  東広島市鏡山 1-3-1  ①細胞分裂・ 細胞増殖 
学科 8526 ②培養細胞   ウ 二卵 

東北大学薬学部 980-  仙台市青葉区荒巻字育①器官アイデンティティ 一の決定 
8578 集 ② D 「 os 叩 か /a 
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瀬戸 由美 アロカ ( 株 ) 第 2 技術 181- 
部分析機器 課 8622 

宮崎 敦子 三菱化学生命科学研究 194- 
所生命画像情報 8511 

暗 まき 智美 工技院生命 研 305 一 

8566 

佐 六 畳 東京都臨床医学総合研 113- 
宛所生命情報研究部門 8613 

田島 陽一 東京都臨床医学総合研 113- 
宛所生命情報研究部門 8613 

小室 広明 自治医科大学小児覚科 32 ㌻ 
0498 
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塩見 健輔 筑波大学基礎医学系 305- 
0821 

山田 靖 隆 熊本大学医学部遺伝 発 

生 所 発生遺伝部門 

中尾 啓子 CorneUUnivers@ty  lo021 
Medi ㏄ lcollege 

和田 浩 則 理化学研究所・ 脳科学 351- 
総合研究センタ @ 0198 

藤村 美由紀 福山大学工学部生物工 729- 

学科 0292 

約日 智佳子 川崎医科大学分子生物 701- 
学 0192 

北嶋 総 国立医薬品食品衛生研 158- 
究所 8501 

中川 康史 Molec Ⅲ ar 
Neurobiology 
Laboratory@The@Salk 

小谷野 菜峰子 Molecu@ar 
Neurobiol0 細 
№ ho て aato らィ The,Salk 

lnstltute 
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町田市南大谷 11 号 ①海産無脊椎動物の 発生・細胞周期 
②イトマキヒトデ・ テツ イロナマコ   
マウス 

つくば市東 1-1 ①脳の発生 
②アフリカツメガエル 

東京都文京区 本 駒込 3- ①精鋭生物学 
18-22 

東京都文京区 本 駒込 3- ① 糖鎖 生物学・発生生物学 
18 一 22 ②マウス・ヒト・ラット 

栃木県河内郡南河内町①器官形成と 奇形に関与する 遺伝子 

薬師寺 3311-1 ②奇形を持った 患者における 遺伝子異 

常の探索 

三島市谷田 11l1 ①ヒドラの㎎ Otide 性 sign 利分子 
②ヒドラ 

つくば市天王台 1-l-1 ①ショウジョウバエにおける 生殖細胞 

形成機構   
② キ イロショウジョウバエ 

(Drosophilam 目 anoguste め 

つくば市天王台 1-1-1 ①神経系の発生 

②ゼブラフィッシュ 

①神経 堤 細胞の発生分化 
②トランスジェニ ソ クマウス 

1300YorkAve.,New ①ショウジョウバエ 神経発生のメカニ 
York,NYl002.USA  ズム の解析 

② DrosoDhl@aa  rnelanogaster キイ 
コ ショウジョウバ エ 

和光市広沢 2 円 ①神経発生 
②ゼブラフイ ソシユ 

福山市学園町 1 番地姉 ①生殖細胞の 分化に関わる 分子機構の 

蔵 研究 
② カ タ スウ レイ ホ ヤ Ciona 
Ⅰ 刀亡 eSH コ a Ⅱ S 

倉敷市松島 577 ①器官形成 
②ニワトリ 

世田谷区上用賀 1-18-1 ①体節形成・ 発生工学 
②マウス EmbW 。   

100l0No 比 hTorrey  ①大脳皮質の 発生と視床・ 大脳皮質 軸 
PinesRoad 功 JoUa,  策 経路の成立 
Calforniag2037  ②マウス・ラット 

100l0No れ hTorrey  ①神経初期発生における 遺伝子制御 
Pnes@Road@La@Jol@   ， 
California@92037 ②アフリカツメガエル ぽ enoDLfS 

/ae 回 s トニワトリ 
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:25@rue@du@Dr ， Roux ， 75724@Parts ， Cedex 

15 ， France 

S 吐 AleXanderF ㎏ mingB@dg.,South 
Kensi ぬ gton,l ヵ ndonSW72AZ,U.K 

  

  

  

  

く 会員資格変更 ノ 

学生づ正会員 

中田 勝紀 理化学研究所ライフサイエン 305-0074  つくば市高野台 3-1-1 
ス 筑波研究センタ 一分子神経 

生物学研究室 

金 吉 中 東京工業大学生命理工学研究 22 位 8501  緑区長津田 4259 
科 西田研究室 

国内 つ 海外 

二 瀬 名 丹 unitede 
GenetlQuemoleculai   e 
muri   e,@Institut@Pasteur 

要 匡 Mo@ecularGenetics, 
D@   ision@of@Blomed ， Scis ． ， 

Imperial，oll ， Sch ， of｀ed   

海外つ国内 

宮田 卓 樹 大阪大学医学部神経機能解剖 学 研究部 565-0871 吹田市山田 丘 2-2 
学 研究部 

除名づ復活 

吉田 章子 京都大学理学部動物学教室 606-8502  京都市左京区北白川追分町 

く 所属機関変更 ノ 

伊藤 啓 岡崎国立共同研究機構基礎 生 260-4444-  岡崎市名大寺町西郷 中 38 
初 学研究所細胞増殖部門 8585 

開 祐司 京都大学再生医科学研究所生 60 色 8507  京都市左京区聖護院川原町 53 
体 分子設計学分野 

神鳴 一鞭 東京慈恵医科大学総合医科学 105 円 461  港区西新橋 3 り 5 毬 
研究センター DNA 所分子仲 
経 生物部門 

片岡 裕子 島根医科大学整形覚科学教室 693-8501  出雲市塩冶 町 89-1 

佐々木 裕 2  国立遺伝学研究所人類遺伝研 411-8540  三島市谷田 mll 
発部門 

日向 昌司 国立医薬品食品衛生研究所生 158-8501  世田谷区用賀 1-18-1 
物 薬品部 

鍋島 陽一 京都大学大学院医学研究科病 606-8501  京都市左京区吉田近衛 町 
理系腫瘍生物学講座 

白青 安昭 鳥取大学医学部生命科学科 綱 683 月 503  米子市西町 86 
胞 工学講座 

目崎 喜弘 兵庫県立工業技術センター 開 65 缶 0037  神戸市須磨区行平町 3- ト 12 
秀郎 

山口 朝 長崎大学歯学部口腔病理 852-8588  長崎市坂本 1-7-1 

荒井 昭雄 放送大学中澤研究室 26L8586  千葉市美浜区若葉 2-1l 

く 所在地変更 ノ 

竹居 光太郎科学技術振興事業団御子 柴 細                 文京区 本 駒込 2-28-8  理化学研究所駒込 分 
胞 制御プロジェクト 新内 

笹井 芳樹 京都大学再生医科学研究所 606-8507  京都市左京区聖護院川原町 53 
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く 退会 ノ 

木本 安彦 野田 伸一 堀 令司 渡辺 洋子 平田 篤 由 子 林 孝司 

松野 亭 山下 勝 幸 大連音 俊平 小野 裕則 蒋 麗沖 松原 信行 

益田浩子 清水洋平 林 英樹 堀米直人 遠藤 剛 鮫島孝文 

藤井 偉子 大石 道夫 水野 恭伸 福田 淳 伊勢 戸徹 松下武史 

  

〒 569  高槻市柴灯 1 一 1 

-1125  T  E  L  072 ト 81 円 750 

〒 113  文京区本郷 2 一 17 一 8 鈴木ビル 

-0033  T  E  L  03 づ 81 片 2066 

〒 194  町田市南大谷 n1 号 

-851l  T  E  L  042 片 2 片 6226 

〒 250  小田原市成田 540 

-0862  T  E  L  046 ト 3 行 3661 

( 賛助会員 ) 
生命 誌 研究 舘 

先端テクノロジーをサポートする 日東テクノ ス ㈱ 

三菱化学生命科学研究所 

明治乳業㈱ヘルスサイエンス 研究所 
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日本発生生物学会への 入会について 

同封の「申し 込み 票 」および「会員 ヵ一ド 」に必要事項を 御記入の上、 日本学会事務センター 宛お 届け下さ 

レ Ⅰ。 

ご 参考までに学会事業の 内容をお知らせ 致します。 

a) 学会誌の刊行 

Development,Growth & Differentiation 

年 1 巻、 6 冊刊行 

b) 年 1 回、 研究発表のほか、 招待講演、 シンポジウムなどがあ り、 また、 会則による総会が 開かれ 

ます。 大会講演要旨 集が 予め全会員に 配布されます。 

c) インフォメーション・サーキュラ 一 

大会の予告、 予算案、 決算、 運営委員会の 報告など、 学会の事業の 連絡やその他会員の 消息、 関 
連学会の動きなどを 登載したサーキュラ ーが 年 3-4 回配布されます 

  d) 和文単行書の 編集 
学会内の委員会の 企画に ょ り、 単行書を編集し 刊行しています。 会員は ( 刊行後一定期間に 限り ) 

割引価格で購入できます。 既刊 か は「発生における 制御」「初期発生における 細胞」「エイジンバ 

の生物学」「動物の 器官形成」「受精の 生物学」「変態の 生物学」「発生における 分子識別」です。 

なお、 会費は前納 制 です。 前年度末までに、 次年度の会費をご 納入下さい。 

会費、 発送 物 、 入退会、 住所変更に関する 問い合わせ先は 

〒 113  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 学会センター C21 

( 財 ) 日本学会事務センタ 一 日本発生生物学会 係 

TE L03 円 814 円 810 

学生の方は、 学生 証の コピーを添付して、 お申込み下さい。 ・ 

なお学生資格は、 学部学生、 大学院生、 及び大学、 研究所等で、 学生誕あ るいはそれに 準ずる証明書を 有 

する学生、 研究生等です。 

                                                                                                                                                                                                                                                - … - …     - …切 り 取 り 線                                                                                                                                                                                                                                                                       

日本発生生物学会入会申し 込み 票 (  年 月 日 ) 

l 氏名   
研究主題 ( もしくは関心のあ るテーマ ) 

研究材料名 ( 和名・学名など ) 

氏名ローマ字綴り 
( フル・ネーム ) 

所属機関君とその 所在地 

( 電話 内線 )  ( 一 T   

( ファックス ) 
e メールアドレス 
上記以外に連絡を 希望される場合の 連絡場所 
( 自宅の場合は 自と記入のこと ) 

く一 

 
 

会への要望 
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(1) 会員カードの 記入要領 

1. 会員カードはすべてコンピュータ 一に記， 隠 させますので 偕書 ではっきり記入して 

下さい。 また指定箇所には、 「フリガナ」または「ローマ 字」で記入して 下さい。 

2. 氏名は点線の 左側に 姓 、 右側に名を記入して 下さい。 

3. 郵便番号は所定の 欄に記入して 下さい。 

4. 所属機関の名称は 原則として、 大学の場合には 学部・学科まで、 会社等の場合に 

は 部 ・ 課 までを記入して 下さい。 

5. 学歴は最終卒業学校名、 卒業 年 ( 西暦 ) を記入して下さい。 

修士，博士課程在学中の 方は研究科、 課程まで、 学部在学中の 方は在学学校名、 

在学学年を記入して 下さい。   
6. 性別，専門・ 連絡先 ( 二会誌 等 送付 先 ) . 会員種別については、 該当するものを 

0 でかこんで下さい。 

7. 不会の会計年度は、 1 月一 12 月です。 入会年度を所定の 欄に必ず記入して 下さい。 

8. * 印の欄には記入しないで 下さい。 

(D) 会費の送金方法について 

1. 会員カードを 返送していただいてから 1 か 月以内に請求書を 発行しますので 最寄 

りの郵便局または 銀行よりお振り 込み下さい。 

( 注 ) 現住所、 所属機関等、 会員カードの 記載事項に変更があ った場合はただちに、 書 

面 でご連絡下さい。 

入会申込書は 必ず ご 返送下さい。 

財団法人 日本学会事務センター 

日本発生生物学会会員 係 

〒 133-8622 東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 
  

学会センター C2l 

T  E  L  03%814%810 
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賛助会員へのご 入会のお願い 

日本発生生物学会 

会長 竹市 雅俊 

近年， ライフサイエンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に，外 

国の発生学者を 混じえて約 1,300 名を結集しております。 発生学は，高 3 までもなく医学・ 農学等の 

諸分野とも深 い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

0 基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は， これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

) 誌 "Development, GrowthandD 田 erentiation" (DGD) もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 
  

喜平 4 面されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会 趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜りますよ う 御願 い 申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション ，サーキュラー」誌上に 特記され，不 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

〒 192-0397 八王子市南大沢 1 一 1 

東京都立大学大学院理学研究科生物学教室 
TEL  0426-77-2572( 直通 )  FAX  0426-77-2559 

                                                                                                            初 ------ り --.--- 月文 ------ り ------ 線                                                                                                             

  日本発生生物学会賛助会員入会申込書 

年 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

    円 ) 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 

一 21 一 



  

広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会であ り，国内外に 約 1,30[@ 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, G,owth and Differentiation は，日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回 発行し国内に 約 1,200 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご 協力頂きますよ う お願い致します。 

広 生口 料 

DGD; 不ミ言志 1 頁 年 6 回 150.000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーン コ ン 1 頁 年 3 回 90,000 円 

サーキュラ 一 半 頁   45,000 円 

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実費をいただきます。 裏 表紙は 1 頁 10,000 円高となります。 

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 ( 八杉貞雄 ) 

〒 192-0397 八王子市南大沢 1 一 1 

東京都立大学大学院理学研究科生物学教室 

TEL  0426-77-2572( 直通 )  FAX  0426-77-2559 
e-mail : jsdb ④ bcasj. o,. 胎   切 り 取 り 線                                                                                                           

広告申し込み 書 

年 月 日 

日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

口 D  G  D  ; 杢に言志 1 頁 

口   半 頁 

ロ サーキュラ 一 1 頁 

口   半 頁 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 
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澄んだ空気、 汚染のな い川   
沼の水等、 恵まれた自然環境 

の 下で育った良質のアフリ ； 

  ツ メガエル。 
使用目的 : 遺伝子組 換           
クローン研究、 細胞操作、 イ 
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して生理・解剖実験に 御 使用 
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小糸工業のバイオハザード 対応グロースキャビネットは、 

周囲環境の影響を 受けずに、 圧力コントロールシステムで 

実験室内を陰圧に 保持します。 また、 コンパクトで 高性能 

なフィルターユニットとの 組み合わせで、 実験対象物への 

空気流による 外界からの悪影響を 遮断、 簡単操作をプラス 

して、 高精度な 湿 ・湿度を再現します。 

  バイオハザード 対応グロースキャビネ 、 ット 

コイトトロン SBH/KGBH シ 。 - ズ 
  寸 ， 牽 工業株式会丹 東京木部〒 札幌 0ll(7 ぴ )52l@  l08 東京都港区高輪 東北 0 匹 @5)750@  3 丁目 大阪㏄ 5 番 73 (263)637@  号 ( 日 生高輪台ビル 九州㏄ 2(43 @  け な 0OB 03( ㏄筑波 餌 443 め㎝ 0% 6 ㎝ Ⅰ 5l)23l@  め @.0 目㎝ 沖縄㏄ 43) ㏄ 70 8(86 り l 仏 05 

 
 

 
 



口ロ連の。 クし M,m0 口碑 ソ 00 レロ Odo0d 口                                     
                    



  

O 人色 
コンパクトそして 多機能 

一点の妥協も 広く 
あ なたが評価するのは 柔軟な対応 

力ですか ? それとも最高のテクノ 

ロジ一でしょうか ? 

は M5l0 は、 その全てを備えてい 

ます。 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換容 

易なスキャニンバモジュールなど。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ りま す 。 

斬新なスキヤニンク   手法 

極めてユニークなスキャニンバ 法 

を採用、 スキャニンバエリアの 設 

定も自由自在。 従って、 思いのま 

まの不定形のスキャンが 可能です。 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま 

って、 試料情報を余すところなく 

表現します。 

かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 

な期待が、 今ここに実現します。 

新しい品質基準の 画像 
蛍光の 4c,h 、 同時取得、 各ピンホー 

ルはコンピュータコントロールさ 

れ、 2,048X2,048 ピクセルの高精 

細スキャン、 4Xl2bit の 高 分解能 

をはじめとして、 積算、 オーバワン 

フリンバ、 フォトンカウンティン グ 

など、 は M5l0 の諸機能は 、 全て研 

究者への奉仕にあ りま す 。 

  
ドイツ、 ツァイスバルーフ 

カールツァイス 株式会社顕微鏡部 
〒 l60-0003 東京都新宿区 本 塩田 T22 番地 
003-3355-0332@ Fax ・ 03-3358-7554 

大阪 宕 06-282-4322 名古屋 呑 052-777-l4ll 
福岡も 092-7l3-782l 仙台 宕 022-224-562l 

  




